


− 1−





序　文

　本書は、高岡町域の街なみ環境整備事業に伴い、平成25年度に実施された高

岡麓遺跡第37地点の発掘調査報告書です。

　第37地点という今次報告の名称が示すとおり、宮崎市の中でも当地域は開発

に伴う発掘調査が多い地域の一つです。今回の調査でも、高岡麓に関する近世

の遺構や陶磁器などが出土しました。

　これらの調査成果は、この地域の歴史を知るうえで貴重な資料であり、今後、

学校教育や生涯学習など、市民の方々に大いに活用して頂けることを期待し

ます。

　最後に、この調査を実施するにあたり、ご理解並びにご協力を賜りましたこ

とを、地元の皆様や各関係者の方々に対しまして、心から感謝申し上げます。

　　平成27年3月

宮崎市教育委員会　　

教育長　二見俊一



例　言

１．�本書は街なみ環境整備事業に伴い宮崎市教育委員会が平成25年度に実施した高岡麓遺跡第
37地点の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は平成26年2月3日〜平成26年3月4日の期間実施した。
３．調査組織
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　　　　　　　　　　　　　主　　　　査　　　秋成　雅博
　　　　　整 理 作 業　主　　　　査　　　秋成　雅博
　　　　　　　　　　　　　嘱　　　　託　　　川野　誠也
　　　　　　　　　　　　　嘱　　　　託　　　小牟田　智子

４．掲載した図面の実測・製図・図版の作成は、川野・小牟田が行なった。
５．遺物写真および現場の写真撮影は川野が行なった。
６．本書で使用した土層の色調は『新版　標準土色帖』の土色に準拠した。
７．地図及び図面上の方位は真北とする。
８．遺構の略名は、SC（土坑）、SE（溝状遺構）、SH（ピット）としている。
９．�発掘調査により出土した遺物および記録資料等は宮崎市教育委員会で保管している。資料
の閲覧・利用等に関しては事前に宮崎市教育委員会までお問い合わせ頂きたい。

10．本書の執筆および編集は、川野が行なった。
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第Ⅰ章　はじめに

第Ⅰ章　はじめに
第１節　調査に至る経緯
　平成24年10月22日、宮崎市都市整備部都市計画課より、街なみ環境整備事業にかかる中村東
2号線道路美装化工事に伴い、高岡町内山字中村2869−2番先地における文化財の有無の照会が、
文化財課に提出された。これを受けて、当該地区が周知の埋蔵文化財包蔵地「高岡麓遺跡」で
あることから、埋蔵文化財の有無を確認する確認調査が必要であると回答し、平成25年2月8日
に道路新設区間を対象として、確認調査を行った。
　調査の結果、溝状遺構、柱穴が検出され、近世の陶磁器片が出土し、2月18日付け文書で確
認調査の結果、並びに今後、埋蔵文化財の取扱いに関する協議が必要である旨を都市整備部長
あてに回答した。
　その後、文化財課と都市計画課との間で協議を重ね、平成26年1月以降に本調査に着手し、
年度内に調査を終了することで合意した。
　発掘調査は、平成26年2月3日から平成26年3月4日までの間、実施した。調査面積は、68㎡で
ある。

第２節　遺跡の立地と歴史的環境
　本書に報告する高岡麓遺跡が所在する宮崎市高岡町は宮崎市の西部、海岸部の平野から九州
山地へと続く内陸丘陵の入り口に位置する。町の中央を蛇行しながら大淀川が東流し、それに
より河岸段丘、狭小な沖積地が形成され、その東側に広がる宮崎平野を一望する。本遺跡は大
淀川と飯田川に挟まれた沖積地に位置し、旧飯田川を東端、浜子地区を北端、大淀川川岸を南
端とする海抜12〜17mの広範囲に広がる遺跡である。
　また、周辺にも数多くの遺跡が存在する。旧石器時代の遺跡は、宮崎市内で最古となる姶良
大塚火山灰層下層から石器群が出土した高野原遺跡、ＡＴ下位の石刃技法の接合資料が出土し
た永迫第1遺跡、剥片尖頭器が多数出土した高浜中原遺跡など、この高岡麓遺跡から大淀川を
挟んだ南側に広がる台地上で多く調査されている。また、小林市との境界付近に広がる台地で
も、茶園原遺跡や小田元第2遺跡などがある。
　縄文時代の遺跡は、早期では抉状耳飾が出土した永迫第2遺跡、黒曜石剥片等が多く出土し
た橋山第1遺跡、八久保第2遺跡、天ヶ城跡、久木野遺跡などがある。高岡町域の早期の遺跡は、
中原遺跡、永迫第1遺跡、橋山第2遺跡なども含め、広く台地上に存在している。中期から後期
にかけては、橋山第1遺跡や橋山第2遺跡が高岡麓遺跡の東側に広がる台地上にある。大淀川を
挟んだ南側の台地では、山子遺跡で土器が表採されている。また、微高地に立地する遺跡とし
て、糸魚川産ヒスイ製勾玉が出土した晩期の学頭遺跡がある。
　弥生時代、古墳時代の調査例は少なく、弥生時代の遺跡では丹後堀遺跡、学頭遺跡で住居跡
が確認されている。古墳時代の遺跡は、八児遺跡で集落跡が、久木野地下式横穴墓で6世紀前
半の地下式横穴墓4基が調査されている。また、詳細は不明だが、県指定史跡の高岡町古墳が
あり、その周辺から土器と鉄製品が出土している。
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第１図　調査区周辺主要遺跡分布図（1/25,000）
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第Ⅰ章　はじめに

第３節　調査の経過
　調査は、2月3日にバックホウを使って調査区の表土剥ぎを行なった。2月4日から作業員によ
る遺構検出で土坑、柱穴、溝状遺構を確認し、これらの遺構掘削を開始した。これらの遺構か
らは近世の陶磁器や鉄製品などが出土した。
　記録作業は、2月5日から遺構の写真撮影、遺構実測、全体測量を開始し、3月2日まで行なっ
た。3月3日に調査区の全景写真撮影を行い、器材の撤収作業を行なった。3月4日にはバックホ
ウによって調査区の埋め戻しを行ない現地での調査を終了した。

第２図　高岡麓遺跡本調査地点位置図（1/10,000）

22.2

16.7

65.0

9.6

79.4

30

63.1

63.6

64.4

10

15.7

54.3

17.1

53.4

12.7

17.6

13.7

20.6

15.2

13.5

7.9

17.0

63.4

18.4

14.4

9.6

23.2

30

121.7

78.8

100
119.3

36.9

70

34.5

11
0

30.0

18.4

30
17.7

16.4

16.2

24.3

20

25.7

38.1

50

75.1

22.2222.222222222.2222222 2

6.7716.7716.

17.1

15.2155.255 22..11 222
18.4

4.44.444411 ..111 44444 44444411

24.3

20

1

79.4

30

63.1

7721.721 71212121.771.12211

78.8

100
119.3

9

70

34.5

11
0

6.

000.00303033 00000.000030.0

50

75.1

第５地点

第32地点

天ヶ城
天ヶ城運動公園

天ヶ城野球場

天ヶ城体育館

国 道 10 号

高岡小学校

高岡中学校

前田

川畑

大の丸

大淀川

坂下新坂下橋

川骨前

大
の
丸
橋

高
岡
ト
ン
ネ
ル

井上橋

飯田橋

溝川
橋

原園
観音堂

顕本瀬

五区

顕本瀬

川

谷

尾

護国神社

高岡総合支所
中村馬場

石代

大手迫

猿前

南川原

→

第６地点

第12地点

第１地点

第28地点

第31地点

飯
田
川

第８地点

雁
ヶ
峰

地頭御仮屋

天ヶ城跡

高岡麓遺跡

0 500m

第22地点
第25地点

第37地点第37地点

第５地点

第32地点

第６地点

第12地点

第１地点

第28地点

第31地点

第８地点

地頭御仮屋

天ヶ城跡

高岡麓遺跡

第22地点

第33地点第33地点

第25地点
第11地点第11地点



− 5−− 4−

第Ⅱ章　調査の成果

第Ⅱ章　調査の成果

第１節　基本層序
　高岡麓遺跡第37地点における基本層序は、以下の通
りである。（第3図を参照）
　1は（Hue10YR5/2�灰褐色）表土層である。締りが
強く砂利を多量に含む。2は整地層で、締りが強く炭
化物を少量含む層（Hue10YR4/2�暗黄褐色）である。
3は近世の包含層であり、締りがやや強く粘性がある
シルト質ローム層（Hue10YR5/1�褐色）である。4は
その上面が遺構検出面となる層（Hue7.5YR4/6�黄褐
色）である。締りがやや強く粘性がある。5は締りが
やや強く炭化物を微量に含むローム層（Hue10YR5/2�
灰褐色）である。

1

2

3

4

5

（約15cm）

（約10cm）

（約10cm）

（約20cm）

第３図　基本土層模式図

第２節　遺構と遺物
土抗１（SC1）
　この遺構は、調査区の南に位置する土坑（第5図）である。平面プランは長軸1.2m、短軸
0.5mの不整形な楕円形で、中央部に浅い落ち込みをもつ。遺構の深さは0.1m〜0.15m程度であ
る。埋土は、土層観察によれば、最初に3層にぶい黄褐色ロームが遺構全体に浅く堆積し、そ
の後遺構中心部が堆積する。ただ、3層が堆積後に中心部が削平を受け、その後に1層と2層が
堆積したとも考えられるが、遺物からは判断できなかった。遺構の性格は不明であるが、時期
は19世紀後半以降と考えられる。
　遺物は銅銭（第5図�№1）が出土した。錆は強いが、表に ｢半銭｣、裏に ｢明治二十年｣ とある。

土坑４（SC4）
　この遺構は、調査区の北に位置している土坑（第6図）で、形状等から井戸と思われる。平
面プランは直径約1.0mの円形で、上部を後世の削平により喪失しており、残存部は検出面から
深さ1.0m程度である。�約0.3mほど掘り下げた時点で壁面から水が湧き出す状況であった。底
部には砂利敷などの濾過装置はみられない。埋土は、土層観察によれば、4層の黄褐色シルト
質ロームが遺構全体に深く堆積するが、西側では4層が1層もしくは3層の堆積前に削平を受け
る。時期は出土遺物から18世紀後半以降と考えられる。
　遺物は磁器碗、陶器の香炉･火入類、焙烙など（第6図�№2〜№5）が出土した。2は18世紀後
半から19世紀代の肥前系染付碗である。外面に二重の圏線がみられる。3は18世紀後半代の肥
前系染付碗で、高台内面に銘款が入る。4は外面に刷目文様が入る肥前系の香炉･火入類で、17
世紀後半と思われる。5は焙烙と思われるが、時期は不明である。
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第４図　遺構配置図（1/80）

土坑５（SC5）
　この遺構は、調査区の北に位置している土坑
（第7図）で、形状等から井戸と思われる。平面
プランは長軸2.0m、短軸約1.5mの楕円形で上
部を後世の削平により喪失しており、残存部は
検出面から深さ1.8mである。�約1.1mほど掘り
下げた時点で壁面から水が湧き出す状況であっ
た。南側にはテラスを持つ。埋土は、土層観
察によれば、まず5層が北側からの流入により
堆積する。その後、4層が全体に堆積し、2層は
北側からの流入により堆積する。土坑4と同様、
底部には砂利敷などの濾過装置はみられない。
時期は出土遺物から19世紀以降と考えられる。
　遺物は磁器の碗と小杯（第7図�№6〜№9）が
出土した。6は、19世紀代の肥前系染付小碗で
ある。外面に竹文様、見込に蛇の目釉剥ぎが
認められる。7は、19世紀代の肥前系染付碗で
ある。8は、18世紀代の肥前系染付丸碗である。
9は、18世紀後半から19世紀代の肥前系小杯で
ある。

溝状遺構（SE3）
　この遺構は、調査区の南端に位置し、東西に
延びている溝状遺構（第8図）である。上部を
後世の削平により喪失しており、残存部は深さ
0.1m〜0.2mである。遺構全体を確認すること
はできなかったが、ほぼ直線的に延びた形状か
ら溝状遺構と判断した。床面に「Ｌ」字状に緩
やかに曲がる落ち込みをもつが、そこからの遺
物は確認されていない。埋土は1層のみである。
遺構の時期は19世紀以降と考えられる。
　遺物は碗、皿、小杯、猪口、蓋、鉢、甕、そ
して香炉、瓶などの袋物、擂鉢、硯などの石製品、
鉄製品など（第8図№10〜№25、第9図№26〜№
49、第10図№50〜№54）、多数の遺物が出土し
た。�10から23は磁器である。10は19世紀代の

SC5

SC4

SE3

SC1

SH7

SH12

SH13

SH15

2m0 1:80

薩摩の染付小碗である。淡い青が霞んだような文様がある。�11は肥前系の染付碗である。�表
面に圏線が巡る。12は18世紀後半の長崎県波佐見の青磁染付筒形碗である。外面は淡青緑色で、
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見込みに五弁花文が施される。13は18
世紀前半の染付筒形碗である。14は19
世紀代の瀬戸･美濃系染付端反碗であ
る。16から19は肥前系の染付皿である。
16は19世紀代で源氏香文を施す。17は
17世紀前半である。18は山水楼閣文を
施す。19は輪花皿で口紅を施す。22と
23は波佐見産と思われる。22は18世紀
前半の青磁の香炉･火入類である。
　24から48は陶器である。24は18世紀
後半から19世紀代の肥前系丸碗で、梅
樹文を施す。25から35（27と31は除
く）は、17世紀後半の肥前系の碗であ
る。25は銅緑釉が掛かる。26と27は端
反碗である。27は胎土がぱさっとした
感じで、瀬戸･美濃系のものに似てい
る。29と33は、表面に刷毛目文を施す。
碗の施釉は、31から33は畳付には施さ
れない。37は17世紀後半の肥前系小碗
で鉄釉を施す。釉は胴部下位まで施さ

1 ：にぶい黄褐色（Hue10YR4/3） ローム
2：褐色　　　　（Hue10YR4/4） ローム
3：にぶい黄褐色（Hue10YR5/4） ローム

1m0 1:20

1

1:10 5cm

16.400m

1 2

a′a

a′a

3

1 ：黄灰色（Hue2.5Y5/1） ローム
2：黒褐色（Hue2.5Y3/1） シルト質ローム
3：黄灰色（Hue2.5Y5/1） 粘土
4：黄褐色（Hue2.5Y5/6） シルト質ローム

16.200m

2

3

4

5

b b′

0 1m1:30

0 10cm1:3

b b′

1

23

4

第５図　SC1実測図（1/20）、出土遺物実測図（1/2）

第６図　SC4実測図（1/30）、出土遺物実測図（1/3）
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第７図　SC5実測図（1/30）、出土遺物実測図（1/3）

れ、高台にも部分的に確認される。38は薩摩苗代川系、39は関西系の擂鉢である。40は薩摩苗
代川系の鉢で貼付突帯をもつ。植木鉢の可能性がある。43は薩摩苗代川系の土瓶の注口部分で
ある。45は薩摩の、所謂「山じょか」の蓋である。46と47は瓶と思われるが、同一個体ではな
かろうか。
　石製品は50と51がある。50は硯であるが、頭部面に加工痕があることから二次転用された可
能性がある。�金属製品は52から54である。53と54は鉄製の鎹である。

その他の遺構と遺物（SH）
　その他の遺構としては、直径約10から30cmの規模のピットが19基検出された。
　遺物（第11図№55〜№59）は、少量ではあるが出土している。55は瓦で、表裏面にミガキ痕
が認められる。56と57は18世紀から19世紀の薩摩苗代川系の茶瓶である。58は、近･現代である。

c

c

0 1m1:30

1 ：黄灰色（Hue2.5Y5/1） シルト質ローム
2：黒褐色（Hue2.5Y3/1） シルト質ローム
3：黄灰色（Hue2.5Y5/1） 粘土
4：黄褐色（Hue2.5Y5/6） シルト質ローム
5：灰褐色（Hue7.5YR4/2） ローム

0 10cm1:3

6

7

9
8

16.300m

1 2

3

4

5

c′

c′
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1

16.500m

1 ：暗灰黄褐色（Hue2.5Y4/2） ローム

d d′

0 1m1:30

0 10cm1:3

10 11

13

14

15

16

18

22
23

19

20
21

25
24

17

12

d d´

第８図　SE3実測図（1/30）、出土遺物実測図（1/3）
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第９図　SE3出土遺物実測図（1/3）
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0 10cm1:3

0 10cm1:3
50

52

53

51

54

55

56
57

58

63
59

60

65 66

64

67

10cm0 1:2

6261

第10図　SE3出土遺物実測図（1/3・1/2）

第11図　その他の遺構等出土遺物実測図（1/3）
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No 種別 器種 出土遺構等 法量 産地 時期 その他口径 底径 器高
2 磁器 碗 SC4 ─ 3.6� ─ 肥前系 18c後半〜19c 染付　外面に２重の圏線
3 磁器 碗 SC4 ─ 4.4� ─ 肥前系 18c後半 染付　高台裏に銘款
4 陶器 香炉･火入 SC4 （10.4） ─ ─ 肥前系 17c後半 刷毛目文
5 土師器 焙烙 SC4 ─ ─ ─ ─ ─
6 磁器 碗 SC5 8.9� 3.7� 3.4� 肥前系 19c 小碗、染付　見込蛇ﾉ目釉剥ぎ
7 磁器 碗 SC5 （7.6） ─ ─ 肥前系 19c 染付
8 磁器 碗 SC5 ─ ─ ─ 肥前系 18c 丸碗、染付
9 磁器 小杯 SC5 ─ （3.7） ─ 肥前系 18c後半〜19c
10 磁器 碗 SE3 （8.8） （3.4） 4.5 薩摩 19C 染付
11 磁器 碗 SE3 ─ 3.3 ─ 肥前系 18c後半〜19c 外面に1重圏線、高台に2重の圏線
12 磁器 碗 SE3 7.4 4.1 6.2 波佐見 18c後半 筒形碗、青磁染付、2重の圏線
13 磁器 碗 SE3 ─ ─ ─ 肥前系 18c前半 筒形碗、染付
14 磁器 碗 SE3 ─ ─ ─ 瀬戸･美濃 19c 端反碗、口唇部内面に1重の圏線
15 磁器 小杯 SE3 ─ 3.1 ─ 肥前系 19c
16 磁器 皿 SE3 （13.2） （6.6） 3.7 肥前系 19c 染付、源氏香文
17 磁器 皿 SE3 ─ ─ ─ 肥前系 17c前半 染付
18 磁器 皿 SE3 ─ 4.6� ─ 肥前系 19c 染付　山水楼閣文
19 磁器 皿 SE3 （9.5） （5.3） 2.3 肥前系 19c 染付、口紅、輪花皿
20 磁器 蓋付鉢 SE3 （9.4） ─ ─ 肥前？ 18c後半〜19c 染付
21 磁器 猪口 SE3 （6.8） （5.7） 6.0� 肥前 18c前半〜中頃 染付
22 磁器 香炉･火入 SE3 ─ ─ ─ 波佐見？ 18c前 青磁、畳付蛇ﾉ目釉剥ぎ
23 磁器 仏花瓶 SE3 （7.7） ─ ─ 波佐見 18c �
24 陶器 碗 SE3 （10.0） ─ ─ 肥前系 18c後半〜19c 丸碗、梅樹文
25 陶器 碗 SE3 （8.8） ─ ─ 肥前 17c後半 銅緑釉
26 陶器 碗 SE3 （8.6） ─ ─ 肥前 17c後半 端反碗
27 陶器 碗 SE3 （9.2） ─ ─ 不明 不明 端反碗
28 陶器 碗 SE3 （15.2） ─ ─ 肥前 17c後半 　
29 陶器 碗 SE3 ─ （5.2） ─ 肥前 17c後半 刷毛目文
30 陶器 碗 SE3 ─ 4.8 ─ 肥前 17c後半 　
31 陶器 碗 SE3 ─ （5.0） ─ 不明 不明 　
32 陶器 碗 SE3 ─ （3.8） ─ 肥前 17c後半 　
33 陶器 碗 SE3 ─ （3.9） ─ 肥前 17c後半 刷毛目文
34 陶器 碗 SE3 ─ 4.0� ─ 肥前 17c後半 　
35 陶器 碗 SE3 ─ 4.0� ─ 肥前 17c後半

36 陶器 蓋 SE3 ─ 基部径
（8.7） ─ 不明 不明 　

37 陶器 小碗 SE3 ─ 3.6 ─ 肥前 17c後半 鉄釉
38 陶器 擂鉢 SE3 ─ ─ ─ 薩摩 18c〜19c 　
39 陶器 擂鉢 SE3 ─ ─ ─ 関西系 18c後半〜19c 　
40 陶器 植木鉢？ SE3 ─ ─ ─ 薩摩 18c〜19c 貼付突帯
41 陶器 急須 SE3 ─ （6.0） ─ 近･現代 二次被熱痕
42 陶器 土瓶 SE3 ─ ─ ─ 薩摩 18c〜19c 脚付き

43 陶器 土瓶 SE3 （6.3） 最大長
14.4 7.8 薩摩 18c〜19c 3つ脚付き、注口の穴3つ

44 陶器 土瓶蓋 SE3 （9.2） ─ ─ 薩摩 18c〜19c 自然釉

45 陶器 山じょか
蓋 SE3 13.0� 基部径

16.2 3.6 薩摩 18c〜19c 重ね焼痕

46 陶器 瓶？ SE3 ─ ─ ─ 不明 不明 袋物　藁灰
47 陶器 瓶？ SE3 ─ （7.0） ─ 不明 不明 46と同一固体か？
48 陶器 甕 SE3 ─ ─ ─ 薩摩 18c〜19c 自然釉
49 不明 不明 SE3 ─ ─ ─ 不明 不明 土師質？
56 陶器 茶瓶 SH7 ─ ─ ─ 薩摩 18c〜19c 溜め口
57 陶器 茶瓶 SH12 ─ ─ ─ 薩摩 18c〜19c
58 磁器 急須 SH13 ─ ─ ─ 不明 近･現代 把手
59 不明 甕・壺 SH15 ─ （17.6） ─ 不明 不明 土師質？
60 磁器 碗 包含層 （11.1） 5.8� 6.1 肥前系 18c後半〜19c 広東碗
61 磁器 小杯 包含層 ─ （2.8） ─ 肥前？ 17c中頃
62 陶器 鉢 包含層 （26.2） ─ ─ 瀬戸･美濃 19c
63 陶器 碗 表採 ─ ─ ─ 肥前 17c後半
64 陶器 碗 表採 ─ （5.3） ─ 肥前 17c後半

65 陶器 土瓶蓋 表採 ─ 基部径
（10.4） ─ 薩摩 不明 自然釉

66 土師器 焙烙？ 表採 ─ ─ ─ 不明 不明

67 磁器 栓？ 表採 最大長
3.2

上部径
2.9

下部径
0.9 不明 近･現代 金具付き

第１表　出土遺物（陶磁器等）観察表
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包含層等
　包含層より上層は、近･現代に形成された。
　遺物�（第11図№60〜№67）は、新しい遺物の外に、少しではあるが近世の遺物も混入してい
る。60は18世紀後半から19世紀代の肥前系広東碗である。61は17世紀中頃の肥前系と思われる
小杯である。62は19世紀台の瀬戸･美濃系の鉢である。63・64は17世紀後半の肥前系の碗である。
66は近・現代であるが、用途は不明である。

第Ⅲ章　まとめ

　調査を実施した第37地点は、地頭仮屋からみるとその東側の区画のひとつにあたる。調査地
の北側に東西に延びる街路があり、それに面して神崎家武家門等も残っていることから、今回
の調査地も地頭仮屋に近い郷士屋敷群の一角に位置すると思われる。
　今回の調査では、主な遺構としては井戸が2基と溝状遺構が確認された。井戸は、高岡麓遺
跡28地点で確認された井戸枠を持つものとは異なり、第1地点で確認されたものに類似してい
る。溝状遺構（SE3）としているものは、その一部が確認されただけで、遺構の性格はわから
ないが、区画的要素を認めるとすれば、屋敷割りや街路形成も考慮してみていく必要があろう。
　遺物では、17世紀代の遺物が比較的多く出土している。これは、今回の調査地が地頭仮屋に
近いこともあるであろうが、麓形成の変遷を考える上では重要である。
　何れにしても、調査面積が狭く、調査地の性格を解明するまでには至らなかった。

No 種別 器種 出土遺構等 法量 その他口径 底径 器高

1 銅製品 半銭 SC1 最大長
2.1

最大幅
2.1

最大厚
1.1

52 鉄製品 不明 SE3 最大長
5.0

最大幅
4.7

最大厚
2.0

53 鉄製品 釘（鎹） SE3 最大長
（7.0）

最大幅
（3.9）

最大厚
（0.9）

54 鉄製品 釘（鎹） SE3 最大長
（8.2）

最大幅
（1.8）

最大厚
（0.7）

No 器種 出土遺構等 法量 その他口径 底径 器高

50 硯 SE3 最大長
（6.4）

最大幅
（7.1）

最大厚
（2.6） 砥石を転用

51 敲石？ SE3 最大長
4.9

最大幅
5.2

最大厚
3.2

No 器種 出土遺構等 法量 その他口径 底径 器高

55 瓦 SH5 最大長
（7.5）

最大幅
（8.7）

最大長
（1.6） 表面にミガキ痕

第４表　出土遺物（金属製品等）観察表

第３表　出土遺物（石製品等）観察表

第２表　出土遺物（瓦）観察表
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図版１

調査区全景（南西から）

SC4完掘状況（南東から）

SE3土層堆積状況（西から）

SC5半截状況（東から） SE3完掘状況（東から）
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出土遺物（1）

図版２
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出土遺物（2）

図版３
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